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今回の発表の事業所

やサービスの紹介 

 

（必須）所在地、施設概要実サービスに関する説明等を記入してください。 

町田市成瀬が丘 3-8-3 訪問看護ステーション 職員 20 名       

利用者人数 140 名 

 

《１．研究前の状況と課題》 

30 代のＳさん、元々、双極性障害があり精神

科訪問看護を行っていたが、ステージ４の乳癌

による治療が開始された。幼子を抱えながらの 

闘病、癌の転移による苦痛が増し、末期状態と 

なりエンドステージをどこでどう迎えるかを 

一緒に悩み、支え、多職種で連携する難しさ 

を感じた。 

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

若年であり、子育て、妻としての役割がある中 

フォーマルなサービスで生活を支援し、治療に 

専念しつつも身体状況の急激な悪化でターミ

ナル期に入り在宅か入院かの選択を迫られ、担

当看護師も悩みつつ、本人の意思決定支援に寄

り添った。 

 

《３．具体的な取り組みの内容》 

精神科看護で介入してきたため担当看護師と

の関係性は構築できており、末期癌に移行する

プロセスの中でも対応できてきた。 

・精神病がベースにあり、更に癌を患うことで

常に療養環境を共に考え、模索した。 

・本人、家族に必要なサポートを聞き、月に一

度は担当者会議で情報を共有し病状の進行を

見越して早めにサポートの体制を整えた。 

・夫の負担軽減のため必要に応じて連日の訪

問をおこなった。経済面での考慮も考えた。 

・子供に主治医から本人の状況の説明をセッ

ティングし看護師も同席した。 

・本人、家族に最後の療養場所の意向を聞き 

常に揺れ動く気持ちに寄り添い対応した。 

・同居以外の家族にも協力を依頼し、最後まで在

宅で過ごせるように調整をおこなった。 

 

《４．取り組みの結果と考察》 

ターミナル期の療養場所をどこにするかは多く

の方が悩むが、本人の意向を重視し、病院ＳＷ。

往診医、保健師、子供家庭支援センター、障害者

支援センターの協力を得て、どのような選択を

してもよい環境の調整ができた。実際、在宅を選

択し家族も悔いのない安心感、満足感が持てる

関りを最後まで継続できた。 

 

《５．まとめ、結論》 

タイミングを見ながら、本人、家族の意向を聞き

調整できたことで「その人らしい生き方」を支援

することができる。 

本人の思いを代弁して家族に伝え、病状の変化

による不安の軽減や役割を実感でき、悔いのな

い看取りができたと実感されている。 

 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

なお、本研究発表をおこなうにあたり、ご家族に

口頭にて確認をおこない。本研究以外では使用

しないこと、それにより不利益を被ることはな

いことを説明し承諾を得ています。 
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